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広報

　１月１０日（月・祝）、自然休養村管理センターで井手町成人式が行
われ、成人を迎えた男性４２人、女性３９人、合わせて８１人が大人の仲間
入りをしました。
　式典には、汐見町長をはじめ、木村町議会議長、宮本町選挙管理委
員長、町議会議員、各区長、各関係団体の役員など約５０人の方々が来
ひんとして出席。
　新成人を代表して、実行委員の新谷司さん（北区）が力強く成人
の誓いを行いました。
　式典後は、新成人らが自分たちで企画した第２部が行われ、小・
中学校時代の恩師から当時の思い出話や励ましの言葉を受けたあと、
ビンゴゲームを行い、会場は大いに盛り上がりました。
　また、開式前には町選挙管理委員会が新成人に選挙への関心を持
ってもらおうと、実際の選挙と同じ手順で模擬選挙を実施しました。
新成人たちは、芸能人から井手町の先生になって欲しい人を『佐々木
希』『成宮寛貴』『桜井翔』『黒木メイサ』から選び投票を行いました。

８８１１人が大人の仲間入人が大人の仲間入りり
井手町成人井手町成人式式
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い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

井
手
町
消
防
出
初
式

式辞を述べる
汐見町長

　
１
月
９
日
（
日
）、
井
手
町
消
防

団
（
綱
田
貞
二
団
長
＝
団
員
２
４

２
人
）
や
京
田
辺
市
消
防
署
井
手

分
署
に
よ
る
消
防
出
初
式
が
、
泉

ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
整
然
と
し
た
分
列
行

進
か
ら
始
ま
り
、
綱
田
団
長
以
下

１
８
５
名
の
消
防
団
員
、
京
田
辺

市
消
防
署
井
手
分
署
員
、
各
地
区

の
自
主
防
災
組
織
の
方
や
ポ
ン
プ

車
等
も
入
場
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
元

気
は
つ
ら
つ
と
し
た
分
列
行
進
を

拝
見
し
、
大
変
心
強
い
。
災
害

時
、
そ
の
第
一
線
に
立
つ
の
は
皆

さ
ん
で
あ
り
、
今
後
も
住
民
の
期

待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
お
願
い
し
ま
す
。」と
式
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
綱
田
団
長
か
ら
「
多

種
多
様
な
災
害
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
自
主

防
災
組
織
と
連
携
し
、
日
頃
か
ら

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ

い
。」
と
訓
示
が
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
状
授

与
式
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
ひ
ん
か
ら
は
、
府
知
事
代
理

の
黒
瀬
総
務
部
長
を
は
じ
め
、
田

辺
警
察
署
長
代
理
の
板
倉
地
域
課

長
、
木
村
町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

佐
々
岡
孝
さ
ん
か
ら
、
表
彰
に
対

す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

訓示を述べる
綱田団長

　
最
後
に
、
消
防
団
員
と
井
手
分

署
員
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
（
財
）
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

勤
功
章
　
佐
々
岡
孝

精
績
章
　
古
賀
太
志

精
勤
章
　
小
川
真
佐
人
　
中
坊
隆

一
　
八
木
竜
一
　
藤
川
勝
也

◇
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部
長
表
彰

笠
原
功
治
　
竹
本
大
士
　
泰
井
英

隆
　
森
田
肇
　
寺
島
雄
一
　
飯
田

順
之
　
大
西
正
晃
　
　
垣
内
芳
男

八
木
幸
治
　
市
場
弘
一

◇
町
長
章

村
田
和
幸
　
田
中
豪
　
西
直
樹
　

中
田
幸
平
　
熊
喜
正
典
　
寺
井
佳

孝
　
林
幸
男
　
金
丸
研
二
　
寺
村

勝
彦
　
中
野
義
之

◇
団
長
章

小
川
英
人
　
木
村
健
太
　
島
本
康

仁
　
横
田
雄
大
　
柴
田
護
　
乾
真

司
　
山
本
竜
也
　
安
永
昌
弘
　
八

木
一
馬
　
大
倉
忍

◇
精
勤
章

林
幸
男
　
吉
川
翼
　
森
良
治
　
南

崎
照
寿
　
森
田
匠
　
下
司
幹
也
　

森
川
健
太
　
坂
井
幸
一
郎
　
辻
本

善
紀
　
小
川
哲
史
　
八
木
宏
行
　

窪
田
直
行
　
柳
本
全
祥
　
宮
村
潤

表彰の様子

　
　
月
７
日
（
火
）、
自
然
休
養
村

１２
管
理
セ
ン
タ
ー
で
井
手
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
二
木
昭
男
会

長
）
の
高
齢
者
健
康
づ
く
り
講
演

会
が
催
さ
れ
　
人
が
参
加
し
ま
し

６８

た
。
   日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
清
水
津
利
江
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
元
気
な
か
ら
だ
作
り
を
テ
ー

マ
に
歌
や
、
２
人
１
組
で
棒
を
支

え
合
う
ゲ
ー
ム
、
部
首
と
偏
に
分

長
年
の
活
動
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

か
れ
た
漢
字
や
ひ
ら
が
な
の
カ
ー

ド
を
釣
り
上
げ
組
み
合
わ
せ
を
考

え
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

人
権
の
つ
ど
い

受賞報告をする栗田善嗣さん

田
さ
ん
は
、
体
育
指
導
員
と
し
て

の
長
き
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

な
ど
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
井
手
町
青
少
年
を
育
て
る

会
副
会
長
、
村
田
勇
さ
ん
は
京
都

府
か
ら
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者

知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

村
田
さ
ん
は
同
会
の
支
部
長
、
理

事
を
務
め
て
こ
ら
れ
、
青
少
年
の

健
全
育
成
へ
の
貢
献
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
健
康
づ
く
り

講
演
会

　
　
月
６
日
（
月
）、
社
団
法
人
全

１２
国
体
育
指
導
委
員
連
合
か
ら
体
育

指
導
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

た
、
栗
田
善
嗣
さ
ん
が
汐
見
町
長

に
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
栗

ゲームを楽しむ参加者

   　
月
　
日
（
金
）
井
手
町
人
権

１２

１０

の
つ
ど
い
　
金
関
環
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
井
手
町
と
町

教
育
委
員
会
の
共
催
に
よ
り
行
わ

れ
、
会
場
と
な
っ
た
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
は
約
　１４０

人
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
人
権
の
つ
ど
い
は
、
毎
年
　
月
１２

４
日
～
　
日
の
人
権
週
間
に
合
わ

１０

せ
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
に
行
わ
れ
、
井
手
玉
川

大
学
の
講
座
の
１
つ
と
し
て
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者

の
金
関
環
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の

硲
千
保
さ
ん
に
よ
り
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
金
関
さ
ん
に
よ
り
、
ご
自
身

の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
体
験
や
曲
が
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は
沿
道
の
声
援
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
も

１
・
５
キ
ロ
コ
ー
ス
と
同
じ
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
自
ら

の
健
康
づ
く
り
と
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
の
た
め
に
と
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
低
学
年
男
子
　
大
西
晴
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
勝
太

小
学
校
低
学
年
女
子
　
福
島
萌

【
２
・
５
キ
ロ
の
部
】

小
学
校
中
学
年
男
子
　
村
田
青
空

小
学
校
中
学
年
女
子
　
乾
ひ
か
り

小
学
校
高
学
年
男
子
　
杉
本
拡
大

小
学
校
高
学
年
女
子
　
村
田
穂
乃
香

【
７
キ
ロ
の
部
】

中
学
校
男
子
　
　
　
　
岩
田
翔

中
学
校
女
子
　
 

脇
本
美
優

一
般
男
子
（
　
歳
以
下
）
高
木
裕
幸

３９

一
般
男
子
（
　
歳
以
上
）
野
﨑
建
治

４０

一
般
女
子
（
　
歳
以
上
）
窪
田
継

４０

　
１
月
　
日
（
日
）、
井
手
町
体
育

１６

協
会
（
山
本
一
男
会
長
）
主
催
の

第
５
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
第
　
回
１９

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
は
　
人
が
出
場
し

１３３

ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
１
・
５
キ
ロ
、

２
・
５
キ
ロ
、
７
キ
ロ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
参
加
者

収録の様子

声
の
広
報

町
長
あ
い
さ
つ
録
音

　
１
月
４
日
（
火
）、
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
れ
あ
い
」

（
上
田
恵
子
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー

が
役
場
を
訪
れ
、
汐
見
町
長
の
新

年
あ
い
さ
つ
を
収
録
し
ま
し
た
。

同
サ
ー
ク
ル
は
、
町
の
行
事
や
季

節
の
催
し
な
ど
の
情
報
を
『
声
の

広
報
』
と
し
て
テ
ー
プ
に
収
録

し
、
町
内
の
目
の
不
自
由
な
方
や

希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
の
収
録
は
、
メ
ン
バ
ー
が

交
代
で
朗
読
を
し
て
い
ま
す
が
新

年
の
町
長
あ
い
さ
つ
に
関
し
て

は
、
毎
年
汐
見
町
長
本
人
に
朗
読

を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。　

井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

れ
ば
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
め
縄
は
町
で
と
れ
た
、
わ
ら

を
使
っ
て
１
日
が
か
り
で
制
作
さ

れ
た
も
の
で
参
加
者
は
、
は
し
ご

を
使
っ
て
岩
に
登
り
手
際
よ
く
し

め
縄
を
飾
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。

一斉にスタートする参加者

左
馬
の
大
し
め
縄
を

飾
り
つ
け

作
ら
れ
た
時
代
背
景
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
二
人
が
奏
で
る
癒
し
の

音
楽
に
参
加
者
は
う
っ
と
り
と
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

演奏に聞き入る参加者約３０メートルの大しめ縄

　
　
月
　
日
（
日
）、
老
人
ク
ラ
ブ

１２

２６

の
有
志
ら
が
左
馬
ふ
れ
あ
い
公
園

の
『
駒
岩
』
に
約
　
メ
ー
ト
ル
の

３０

大
し
め
縄
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

大
し
め
縄
の
飾
り
つ
け
は
駒
岩
に

刻
ま
れ
た
「
左
馬
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

連
絡
協
議
会
の
二
木
昭
男
会
長
ら

が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
め
で
た
く
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
　
名
の
方
に
、
多
賀
老

１５

人
ク
ラ
ブ
か
ら
「
ふ
と
ん
」
が
、

喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
　
名
の
方
に

３４

は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
演

芸
発
表
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

発
表
や
多
賀
保
育
園
児
ら
の
演

技
、
演
歌
歌
手
の
小
宮
京
子
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。

お祝いのふとんが手渡されました

今
年
も
元
気
に

新
年
会

　
１
月
　
日
（
火
）、
多
賀
小
学
校

１１

の
体
育
館
で
、
３
年
生
か
ら
６
年

生
が
新
春
恒
例
の
書
き
初
め
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
、
春
の
海
な
ど
の
音
楽

が
流
れ
る
中
、
冬
休
み
中
に
練
習

し
て
き
た「
お
正
月
」「
晴
れ
た
空
」

「
心
に
太
陽
」「
伝
統
を
守
る
」の
文

字
を
、
一
文
字
一
文
字
ゆ
っ
く
り

筆
を
運
ば
せ
な
が
ら
、
心
を
こ
め

て
、
て
い
ね
い
に
書
き
上
げ
て
い

ま
し
た
。

みんな真剣に取組みました

新
春
の
書
き
初
め
会

　
１
月
　
日
（
水
）、
多
賀
老
人
ク

１２

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
村
田
喜
昭
会

長
）
の
新
年
会
が
賀
泉
苑
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
年
会
に
は
、
汐
見

町
長
や
岩
田
議
員
、
中
坊
溥
社
会

福
祉
協
議
会
長
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
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▼

　１２月１１日（土）、多賀小学校で、きらきらランド（森田正弘委員
長）主催のクリスマス会が開かれ約１２０人が参加しました。
　クリスマス会では森田委員長のあいさつのあと、ニュースポーツ
やプラバンなどの体験コーナー、紙芝居、きらきらランド合唱団、
エコーたちばなのステージやマンドリンの合奏など様々な催しが行
われ、会場は子どもたちのにぎやかな声に包まれていました。　

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
の
期
間
は
２
月
　
日
（
水
）
か
ら

１６

　
今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も

う
お
済
み
で
す
か
。

　
所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
自
ら
が

一
年
間
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・
納

税
す
る
申
告
納
税
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た

り
、
間
違
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で

不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算

税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間
の
収
入
を

も
う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　
主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
不
動
産
所
得
】

煙
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し

た
場
合
の
収
入
。

煙
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
・
借
地
等
の
収
入
。

【
雑
所
得
】

煙
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け
た
お
金

の
利
子
。

煙
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共

済
年
金
）
の
収
入
。

【
給
与
所
得
】

煙
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

◎
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は
２
月
　
日
１６

（
水
）
か
ら
３
月
　
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

１５

　
宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
鹿
六

「
４
階
」
で
す
。

◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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住
民
税
の
申
告
相
談
は
３
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
出
張

し
て
行
い
ま
す
。
日
程
は
別
表
の
と
お
り
で

す
。

　
玉
水
・
水
無
・
高
月
・
石
垣
地
区
に
つ
い

て
は
昨
年
度
か
ら
申
告
相
談
会
場
が
変
更
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
は
２
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月
　
日（
火
）で
す
。

１５

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税

証
明
書
や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
確
定

申
告
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
住
民
税
の
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場　所日　　時区名

ＪＡ京都やましろ

井手町支店

午前９時～
午後３時

３月１日（火）

３月２日（水）
多賀地区

人権交流センター教養室〃３月３日（木）北

人権交流センター教養室〃３月４日（金）南

上井手区公民館〃３月７日（月）
上井手

田村新田

井手町役場３階会議室
午前９時～
午後４時

３月８日（火）玉水

〃〃３月９日（水）水無・高月

〃〃３月１０日（木）石垣
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▼

　１２月１０日（金）、第３３回京都府民総合体育大会ボウリング競技において
優勝した井手町のボウリングチームが自然休養村管理センターを訪れ、松
田教育長に報告しました。
　チームメンバーは、「強いメンバーが揃っている今、２連覇３連覇を狙っ
ていきたい。」と今後の意気込みを話し、松田教育長は、「連覇を期待して
いますので頑張ってください。」と大会の優勝を称え激励しました。

▼

　１月７日（金）、玉水駅前休憩所「さくら」で来店者に対して七草粥の
振舞いが行われました。これは、さくらの従業員ら（山背古道椿坂＝木田
静子代表）が、お正月で疲れた胃を休めてもらい、一年間無病息災で過ご
してもらおうと行っている恒例の催しです。
　また、この日は玉川保育園の５才児３２名が招待され、七草粥についての
説明を受けたあとみんなで試食しました。

▼

　１月９日（日）、町内の少年野球チーム、「井手ジャガーズ」と「多
賀キングス」の２チームが合併し、新しく「山吹少年野球クラブ」
（市場博之代表）として発足しました。
　正式合併を前に連合チームとして、出場した昨年末の加茂フレン
ズ少年野球友好大会では見事に優勝を果たし、新チーム誕生に華を
添えました。
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古紙等の集団回収地域
　古紙・布類の回収量６３ｇ多く 
　燃やすゴミの排出量７１ｇ少ない
　古紙・布類の集団回収されていない地区での町が古紙を直接収集す
る量は意外と少なく、一部では一般の古紙収集業者に出される場合も
あるようですが、多くは燃やすゴミとして出されているようです。
　これを裏付けるように１日ひとり当たりの燃やすゴミ収集量は、集団回収地区が５34ｇに対して未回収地区では６０5ｇと未
回収地区が７1ｇ多いことから、各地区での集団回収の取り組みがゴミの排出量にも大きくかかわっていると考えられます。

～ゴミの減量化にむけて⑤～

ダンボールも「古紙の日」に出せば資源となります

　本町の古紙回収は、毎週月曜日に収集を行っているほか、町内
１２区のうち８区（平成２１年度は８区が補助申請有）で古紙や布類
の回収に取り組まれています。この集団回収に対して、町では
古紙・布類１㎏当たり５円の助成を行い、平成２１年度では総計２
０４,１８０㎏の回収に１,０２０,９００円の助成を行いました。
　この内、多賀地区４区と上井手区・田村新田区の合計は１２７,６８
０kgの集団回収があり、１日ひとり当たりの回収量は１１７ｇとな
ります。これに対して水無・高月・玉水・石垣・北・南（集団回
収は水無・高月）の各区の合計は７６,５００㎏で、１日ひとり当たり
の回収量は３８ｇとなります。
　一方、町が直接回収する古紙量は多賀地区・上井手区が３８,７５０
㎏ で１日ひとり当たりの回収量は３５ｇであり、水無・高月・玉
水・石垣・北・南の各区では１０２,４８０㎏ で１日ひとり当たりの回
収量は５１ｇとなります。
　この結果、集団回収での古紙・布類の合計と直接回収での古
紙、１日ひとり当たりの合計量は集団回収地区が１５２ｇに対し
て、集団回収が広まっていない（未回収）地区が８９ｇと６３ｇの差
があり、これを年間ひとり当たりに直すと約２３㎏ の差となりま
す。

　再資源化補助制度
　各区で実施されている古紙・布類回収事業
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生ゴミ処理容器購入補助制度について
　井手町では、ゴミの再利用意識の向上とゴミの減量化を進める為に、生ゴミ処理容器を町内で購入された場合、購入費の
一部を助成しています。
　補助金の額は、容器購入費の２分の１以内で上限が４,０００円（電気式処理機については上限が２０,０００円）です。
くわしくは、役場の産業環境課（℡８２－６１６８）でお問い合わせ下さい。

「古紙の日」きちんと分別して出されています
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子育て支援センターからのお知らせ

土金木水火月日
１９１８１７１６１５１４2/１３

ぴよぴよ広場
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

とことこ広場
（支援センター）

竹の子ひろば

２６２５２４２３２２２１２０
さんさん会（ＯＰ）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

よちよち広場
（支援センター）

いづみ保育園
園庭開放日
竹の子ひろば

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

５４３２３／１２８２７
さんさん会
（玉泉苑）

竹の子ひろば玉川保育園
園庭開放日

１２１１１０９８７６

赤ちゃんサロン
さんさん会

（支援センター）

あそびの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

多賀保育園
園庭開放日
竹の子ひろば

さんさん会（ＯＰ）
リトミック

（支援センター）

子育てサークルの紹介
・さんさん会【代表】乾（０９０-３８６６-２５８５）　　・竹の子ひろば【代表】巽（８２-２４３６）
・ベジっ子クラブ・カモミール（キッズケア）【代表】平間（０９０-５３６７-０３９７）
★初めての方は、代表まで連絡ください。

広場の対象者　妊婦～就学前の子どもとその保護者
※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ：0774－82－2232】

　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

2・3月の事業　時間：午前10時～正午

利用できる方

　町内に居住する、生後６ヶ月以上の就学前の児童で、次の
項目のいずれかに該当する方
①保護者の就労形態等により、家庭における保育が断続的に
　困難となり、一時的に預かりが必要となる児童
②保護者の傷病、入院等により、一時的に預かりが必要とな
　る児童
③私的な理由やその他の事由により、一時的に預かりが必要
　となる児童

利用料金

(1)３歳未満児　１日 　2，000円　半日 　１，000円
(2)３歳以上児　１日　　１，800円　半日 　900円
(3)給食費　250円　（３歳以上児は、ご飯を各自持参してく
　　ださい。）
　　　　※ただし、利用申込日の前日及び当日に利用をキャン
　　　　セルされた場合は、給食費250円は返金しませんの
　　　　で、あらかじめご了承ください。
＊利用料の対象年齢は、該当年度の４月１日現在を基準に　
　判断しています。
＊利用料は、申請時に納付書をお渡ししますので、井手町　　
　役場または金融機関の窓口へ納付してください。

実施施設

○井手町子育て支援センター（玉川保育園内）
　井手町大字井手小字玉ノ井47-1　
　TEL・FAX兼　82-2232　　
その他

●食事は、保育園と同じものを用意します。
●利用児童が伝染病にかかり、他の入所児童に伝染する恐れ
　があると認められるときや医療機関で医療を受ける必要
　があるときは、ご利用をお断りすることがありますのでご
　注意ください。
●児童の送り迎えはいたしませんので、保護者が責任をもっ
　て送迎してください。
●利用に当たっての不明な点は、子育て支援センター　
　（TEL82-2232）または住民福祉課（TEL 82-6164）
　へお問い合わせください。

★利用時間：月曜日～金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　(ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

利用できる時間

(1)月～金曜日　午前8時30分から午後4時30分までの
　　　　　　　　必要時間
(2)土曜日　　　午前8時30分から正午までの必要時間

利用の方法

利用申請は、子育て支援センター・住民福祉課まで
＊初めて利用される方は、希望日までに面接が必要です。　
　（必ず、子育て支援センターに面接の予約をし、お子さん　
　と一緒に面接を受けてください。）
＊利用する場合は、利用予定日の１ヶ月前から利用希望日　
　の１週間前までに申請をしてください。
＊利用する際の必要な持ち物は面接時にご説明します。
＊利用人数に制限がありますので、一時お待ちしていただ　
　く場合（キャンセル待ち）やお断りさせていただく場合　
　もありますので、あらかじめご了承ください。

 
 
お知らせ

子育てをサポートします
平成23年４月から、

　一時預かり事業（乳幼児対象）がスタート
（利用申込みは４月より受付開始）
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第２５回 井手町解放文化祭
　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交流を図ることを目的に、第２５回井手町解放文化祭が開催さ
れます。
　今回も、人権啓発や地域交流のイベントが多数企画されています。お誘いあわせのうえ、ご参加ください。

　◇日　時　　３月１３日（日）　午前１０時～午後３時３０分
　
　◇場　所　　いづみ人権交流センター・いづみ児童館

　◇内　容　　作品展示　舞台発表
　　　　　　　モギ店　小学生手作り工作コーナー　など

　　　　　　　[記念公演]（午後１時３０分～３時）
　　　　　　　　テーマ　　「心元気に・・・」　～ 新井深絵さんトーク＆コンサート ～
　　　　　　　　講　師　　在日2世のソウルゴスペルシンガー　新井深絵さん

※　お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局
　　　（いづみ人権交流センター内　TEL 82-3380）まで

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化
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務
省
　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
‐
０
３
３
８
４
０
）

ま
で 京

都
サ
ン
ガ
F.

 C.

 コ
ー
チ
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
楽
し
い
体
操
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）　
午
前
　
時
～
正
午

２２

１０

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
体
育
館

対
象
／
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
方

６０

定
員
／
　
名
１００

内
容
／
身
体
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
（
休
憩
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
転
倒
予
防
健
康
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
　
メ
タ
ボ
対
策
な
ど
の
講
話

持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
物

指
導
／

.
.

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
 Ｃ
 ア
カ
デ
ミ
ー
セ
ン
タ
ー
コ
ー
チ

　
　
　
健
康
体
力
づ
く
り
の
会
ス
タ
ッ
フ

参
加
費
／
無
料

申
込
み
／
２
月
　
日
（
月
）
ま
で
に

２８

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
５
）

82

.
.

　
　
　
　
ま
た
は
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
 Ｃ
 事
業
部

　
　
　
　（
℡
　-

 
７
６
０
３
）
へ
。
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日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２５

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

２５

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２１

《
人
権
パ
ネ
ル
》

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午
・
午

２２

１０

後
１
時
～
３
時

《
健
康
教
室
》

日
時
／
２
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２４

１０

１１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１８

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
ち
ら
し
寿
司
パ
ー

テ
ィ
・
ほ
ほ
え
み
会
と
合
同
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
半
～

１６

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２０

だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

１２

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

康
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
供
気
に
な
る
こ
と
僑
な

ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
！
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
　
日
（
金
）

１８

ま
で
に
高
齢
福
祉
課
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
送
迎
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
　
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
半

２５

場
所
／
玉
泉
苑

講
師
／
管
理
栄
養
士
　
藤
原
淳
さ
ん
 

参
加
費
／
無
料

-

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
　
 
６

８２

１
６
５
）
ま
で

認
知
症
介
護
相
談
会
の
ご
案
内

　
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
に
は
認
知
症
の
知
識

や
介
護
技
術
だ
け
で
は
補
え
な
い
大
変
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
よ
り
相
談
員
を
招
い
て
、
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
実
際
に
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
た
相
談
員

と
、
普
段
抱
え
て
い
る
悩
み
や
疑
問
な
ど
を
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
正
午
、
午

１７

１０

後
１
時
～
３
時
の
二
部
制

募
集
人
数
／
４
名
定
員
（
午
前
２
名
、
午
後
２
名
）

申
込
期
限
／
３
月
　
日
（
木
）
※
定
員
に
な
り
次

１０

第
〆
切

申
込
方
法
／
電
話
に
て
受
付

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
６
９
０
）

８２

文
化
協
会
主
催「
作
品
発
表
会
」　

　
　
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
井
手
町
文
化
協
会
加
盟
　
団
体
の
作
品
展
示

１０

発
表
会
が
、「
高
め
よ
う
文
化
を
、
広
め
よ
う
地
域

の
輪
！
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）
～
　
日
（
日
）

２６

２７

午
前
　
時
～
午
後
４
時
ま
で

１０

会
場
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
文
化
協
会
事
務
局

-

（
℡
　
 
５
７
０
０
）
ま
で

８２
 【

町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
２
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

１３

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

 【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）・
３
月
９
日
（
水
）
い
ず

２３

れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
３
月
５
日
（
土
）
い
ず

１９

れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
２
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）
い
ず
れ

１２

２６

も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
３
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
　
料

受
付
期
間
／
３
月
５
日
（
土
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２住
宅
用
火
災
警
報
器
を
　
　
　
　

　
　
　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た
か

　
戸
建
て
住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
は
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
寝
室
・
階
段
・
台
所
な
ど
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
や
消
防
団
が
販
売
し
た
り
、
特
定
の
業
者

に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
合
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防
課

（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

６３
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

障
害
者
生
活
支
援
講
座

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
日
々
の
食
生
活
と
健

２
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
８
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
９
期
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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日
時
／
２
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１９

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館
（
℡
　
‐
８２

５
７
０
０
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１５

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　
‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
３
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

 【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
３
月
４
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
３
月
７
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
８
・
　
生
ま

２１

２１

３１

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
３
月
８
日
（
火
）
午
前

２２

　
時
半
～
午
後
２
時

１０場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２１

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
３
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉
苑
、

第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
２
月
　
日
（
火
）・
３
月
８
日
（
火
）
い
ず

２２

れ
も
、
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
２
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

日
時
／
３
月
９
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
３
月
９
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

２
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

○
採
水
場
所

【
井
手
水
道
事
業
】井
手
合
藪
　
　
環
境
衛
生
セ
ン

４０

タ
ー

【
多
賀
地
区
簡
易
水
道
】多
賀
小
字
庵
垣
内
　
　
多

６３

賀
保
育
園

　
町
の
水
道
は
、
井
手
地
区
は
井
手
小
字
久
保
に

あ
る
第
１
水
源
地
の
取
水
井
戸
（
地
下
　
ｍ
）
と

１００

井
手
小
字
扇
畑
に
あ
る
第
２
水
源
地
の
取
水
井
戸

（
地
下
　
ｍ
）、
多
賀
地
区
は
多
賀
小
字
西
北
河
原

９０

に
あ
る
取
水
井
戸
（
地
下
　
ｍ
）
の
深
井
戸
か
ら

１６８

水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
た
め
、
渇
水
期
で
も
安
定

し
た
原
水
が
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
心
・
安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給

に
努
め
ま
す
。

※
お
問
い
合
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡
　
‐
６
１

８２

６
９
）
ま
で

上
下
水
道
料
金
の
滞
納
者
に

は
給
水
を
停
止
し
ま
す
。

   上
下
水
道
料
金
は
、
電
気
、
ガ
ス
と
と
も
に
生

活
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
水
」
を

常
に
安
定
し
て
供
給
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
利
用
さ
れ
た
皆
様
方
か
ら
「
水
道
料

金
」
と
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
水
道
料

金
を
財
源
と
し
て
水
源
の
確
保
及
び
整
備
・
拡
充

を
行
う
と
と
も
に
安
心
・
安
全
な
水
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
水
道
料
金
の
滞
納
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
納
付
住
民
と
の
不
公
平
感
が
生
じ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
本
年
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て

給
水
停
止
を
実
行
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
滞
納
者
に
は
給
水
停
止
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

水
質
検
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　
井
手
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
安
全
で
良
質
な

水
道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
頂
く
た
め
に
、
水
道

水
質
基
準
（
厚
生
労
働
省
令
）
に
基
づ
き
水
質
検

査
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
　
項
目
の
水
質
検
査
を
　

５０

１１

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
結
果
は
、
全
項
目
に
お
い
て
法
令
等
に
定

め
ら
れ
た
基
準
値
等
に
適
合
し
て
い
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

各

種

相

談

子

育

て

健

康

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
！
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
つ
い
て

【
習
慣
・
心
が
け
】

・
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
熱
、
咳
、
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
感
染
防
止
（
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
）

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
の
あ
る
食
事
を
心
掛
け
、
充
分
な
睡
眠
を

と
り
体
力
と
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
人
込
み
を
避
け
、
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
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「
理
科
室
の
日
曜
日
」　
　
　
村
上
し
い
こ

２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

２
月
　
日
（
土
）
３
月
　
日
（
土
）

１２

１２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

２
月
　
日
（
土
）
３
月
　
日
（
土
）

１９

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
人
形
劇
》

２
月
３
日
（
木
）
午
前
　
時
　
分
～

１０

１５

《
読
み
聞
か
せ
講
座
》

２
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　

１７

３０

３０

分《絵
本
の
贈
呈
及
び
読
み
聞
か
せ
・
第
二
回
》

２
月
　
日
（
土
）
～
３
月
６
日
（
日
）

２６

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
７
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１４

２１

２４

２８

３
月
７
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１４

２２

２４

２８

※
資
料
整
理
日
（
休
館
日
）
は
毎
月
最

終
の
木
曜
日
で
す
が
、

今
年
度
の
３
月
は
　
日
に
な
り
ま
す
。

２４

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
２
月

一
般
書

「
散
り
残
る
」　
　
　
　
　
　
田
牧
大
和

「
盤
上
の
ア
ル
フ
ァ
」　
　
　
塩
田
武
士

「
き
こ
と
わ
」　
　
　
　
　
朝
吹
真
理
子

「
苦
役
列
車
」　
　
　
　
　
 西
村
賢
太

「
女
子
芸
人
」　
　
　
　
　
　
 神
田
茜

「
ト
モ
ス
イ
」　
　
　
　
　
高
樹
の
ぶ
子

「
川
あ
か
り
」　
　
　
　
　
　
 葉
室
麟

児
童
書

「
ど
う
ぶ
つ
　
ど
う
し
て
　
ど
ん
ど
ん

ど
ん
と
」　
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ォ
ア
マ
ン

「
ぼ
く
が
い
ち
ば
ん
！
」　
　
　
　

                    ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ

「
り
ん
ご
が
コ
ロ
コ
ロ
　
コ
ロ
リ
ン
コ
」

　
　
　
                          三
浦
太
郎

「
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と
バ
ク
」斉
藤
洋

江
中島道子
近江の浅井長政とお市の方の
三女として生まれた江。戦国
乱世の時代に翻弄されながら
も女としての幸せをつかむた
めに懸命に生き抜き、徳川三
代将軍・家光など秀忠との間
に子女７人をもうけた江の半
生を描く。

生ドーナツと焼きドーナツ
Sachi
油で揚げない新食感ドーナ
ツ！　ぷるるん・クリーミー
な生ドーナツと、しっとり・
さっくり・もっちり食感が楽
しい焼きドーナツ。かんたん
でおいしくてヘルシーな７２レ
シピを紹介します。

トンノのひみつのプレゼント
みやざきひろかず
お母さんの誕生日にこっそり
プレゼントを用意していたト
ンノ。それを秘密にしたいば
かりに、お母さん、ウサギの
おばさん、子ジカのマーキの
３人に嘘をつくことに…。

コんガらガっちどっちにすす
む？の本
ユーフラテス
今日はどっちに進む？　いる
かともぐらがこんがらがった
生物「いぐら」と一緒に、指
で道をたどってみよう！　Ｎ
ＨＫ教育テレビ「ピタゴラス
イッチ」のスタッフが贈る、
何通りも楽しめる絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
年
金
の
相
談
や
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

Ａ
．
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
の
年
金
の
相
談
と
各
種
の
届
出
、
手
続

き
先
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
年
金
の
加
入
者
の
方
（
国
民
年
金
の
第
二
号
被
保
険
者
）
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
（
国

民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
）
の
手
続
き
は
、
勤
め
先
の
事
業
主
の
方
が
行
い
ま
す
。

　
一
般
的
な
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
相
談
に
は
、
加
入
者
、
受
給
者
の
方
と
も
に
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

(
-

-

ヤ
ル
」 
０
５
７
０
 
０
５
 
１
１
６
５
）
が
便
利
で
す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
ル
先
は

(
-

-
)

 ０
３
 
６
７
０
０
 
１
１
６
５
 と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
お
よ
び
「
厚
生
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
」
に
関
す
る
お
問
い
合

(
-

-
)

わ
せ
に
つ
い
て
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」 
０
５
７
０
 
０
５
８
 
５
５
５
 Ｉ
Ｐ
電
話
・

(
-

-

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
 ０
３
 
６
７
０
０
 
１
１
４
４
）
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
面
談
に
よ
る
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
加
入
者
、
受
給
者
の
方
と
も
に
、

年
金
事
務
所
ま
た
は
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
事
務
所
で
は
、
面
談
の
ほ
か
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
年
金
の
相
談
・
手
続
き
に
お
出
か
け
に
な
る
と
き
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、
ま
た
念

の
た
め
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た
身
分
を
確
認
で
き
る
も
の

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
出
か
け
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
電
話
で
相
談
し
て
お
く

と
便
利
で
す
（
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
年
金
事
務
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）。
と

く
に
代
理
人
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.j

※
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
        
 
 
            p  （
相
談
窓
口
の
混
雑
予
想
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
）

平城京事典
奈良文化財研究所
奈良文化財研究所が50年間
の調査研究成果をまとめ、
500を超える図版を掲載する
総合事典。約650の項目の中
には井手町の石橋瓦窯跡・岡
田池瓦窯跡も含まれています。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
２月１５日

３月１日
２月１７日３月１０日２月２４日３月３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
２月２２日
３月８日

２月１８日３月１０日２月２５日３月４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
２月２３日
３月９日

２月１７日３月３日２月２４日３月１０日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
２月１６日
３月２日

２月１７日３月３日２月２４日３月１０日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨３月３日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩３月４日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪２月１４日
３月７日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫２月１５日
３月８日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬２月１６日
３月９日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭２月１７日
３月１０日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮２月１８日

ごみ収集日程表（ ２月11日～ ３月10日）

平
成
　
年
度
予
備
自
衛
官
補
募
集
案
内

２３

募
集
種
目
／

【
第
１
回
】
１
月
　
日
（
火
）
～
４
月
６
日
（
水
）

１１

【
第
２
回
】
７
月
　
日
（
火
）
～
　
月
５
日
（
水
）

１９

１０

※
第
１
回
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、
第
２
回
は

実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

試
験
期
日
／

【
第
１
回
】
４
月
　
日
（
金
）
～
４
月
　
日
（
月
）

１５

１８

【
第
２
回
】　
月
　
日
（
金
）
～
　
月
　
日
（
月
）

１０

１４

１０

１７

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

資
格
／

一
般
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
者

１８

３４

技
能
　
　
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
者（
資

１８

格
に
よ
り
　
歳
未
満
～
　
歳
未
満
の
者
）

５５

５３

(

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
 ℡

)

０
７
５
‐
２
１
１
‐
３
４
７
１
 ま
た
は
、
宇
治
地
域
事

(
)

務
所
 ℡
　
‐
７
１
３
９
 ま
で

４４

京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
難
病
相
談（
膠
原
病
）に
つ
い
て

日
時
／
２
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
半
（
受
付
）

２３

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
　

対
象
者
／
膠
原
病
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

膠
原
病
と
は
、
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、
関
節
、
筋
肉
、

血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
、
多
発
性

筋
炎
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。　

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
　
糖
尿
病
・
内
分
泌
・

リ
ウ
マ
チ
科
　
部
長
　
福
田
　
亙
先
生

定
員
／
６
名

申
込
方
法
／
２
月
１
日
（
火
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
℡
　
‐
２
９
１
１
） 
 　
　
　
　
　
　

２１



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

金2/11
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土12

町民ソフトバレーボール大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）日13
月14

井手玉川大学【閉講式・第７回】（午後１時半～３時、自然休養村管理セ
ンター）火15
生き生きふれあいサロン【ちらし寿司パーティ
（ほほえみ会と合同）】　（午前１１時半～、玉泉苑)水16
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
読み聞かせ講座（午後１時半～３時半、山吹ふれあいセンター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

木17

天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金18
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土19

小町薬膳料理教室（午前１０時～、自然休養村管理センター）日20
心配ごと相談・人権相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）月21
人権パネル（午前１０時～正午・午後１時～３時、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火22

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
陶芸教室（午後２時～３時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水23

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター)

木24

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金25
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
文化協会作品発表会（午前１０時～午後４時、自然休養村管理センターホ
ール）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土26

文化協会作品発表会（午前１０時～午後４時、自然休養村管理センターホ
ール）日27

無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月28
無火災デー防火パレード
住民税申告相談【多賀地区】（午前９時～午後３時、JA京都やましろ井
手町支店）

火3/1

住民税申告相談【多賀地区】（午前９時～午後３時、JA京都やましろ井
手町支店）
育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）

水2

住民税申告相談【北】（午前９時～午後３時、人権交流センター教養室）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木3
IDEゆうゆうスポーツクラブスキースクール（～６日まで、長野県横手
山スキー場）
住民税申告相談【南】（午前９時～午後３時、人権交流センター教養室）
わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）

金4

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土5
森林体験教室（午前１０時～、大正池グリーンパーク）日6
住民税申告相談【上井手・田村新田】（午前９時～午後３時、上井手公民館）
心配ごと相談・人権相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）

月7

住民税申告相談【玉水】（午前９時～午後４時、役場３階会議室）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
人権パネル（午前１０時～正午・午後１時～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火8

住民税申告相談【水無・高月】（午前９時～午後４時、役場３階会議室）
育児相談(午前９時半～１０時半、保健センター)
あそびの広場(午前９時半～１１時、保健センター)
家庭教育学級【閉講式・第４回】（午前１１時～、多賀保育園）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水9

住民税申告相談【石垣】（午前９時～午後４時、役場３階会議室）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木10

出張徴収
【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 2月11日～ 3月10日）

出張徴収
【北・南】

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

妻夫住所

濱 野　 美希林　 健太郎田村新田

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

彩 香 華  音 
か のん

中 野井手

舞 吏 　 一    
り いち

谷 尾多賀

尚 和 柑  菜 
かん な

西 谷井手

和 彦 湧  大 
ゆう だい

平 野多賀

竜 也 結  斗 
ゆう と

山 本多賀
〈
婚
姻
〉

（１２月１１日から１月１９日までの届出分・敬称略）

（１２月１１日から１月１９日までの届出分・敬称略）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

「井手ねっと！ブログ」
参加者募集中

　井手ねっと！では、新規参加者をお待ちしてい

ます。井手町在住・出身の方、また、町外でも井

手町に興味がある方は大歓迎です。

　井手ねっと！（http://idenet.jp）で自分のホーム

ページ（ブログ）を作ってみませんか。

　ブログ開設のお申込は下記の電話番号まで。

＊お問い合わせは、井手ねっと！運営委員会事務

局（井手町企画財政課内　ＴＥＬ８２‐５２１２）まで


